
新指令システム稼動に伴う利便性の向上について 

 

平成 28年 12月 14日 

あいの風とやま鉄道㈱ 

 

１ 旅客案内装置の導入について 

 (1) 概要 

列車運行管理システム（列車を制御するシステム）を通じて、列車の走行
位置や遅延時分、次列車の案内や事故情報を「液晶モニター」と「音声放送」
により、お客様にお知らせするものです。 

※ 液晶モニターは改札口付近に設置 

 (2) 使用開始時期 

平成２９年３月中旬から５月末を目途に、あいの風とやま鉄道管内全ての
駅（１９駅）で工事完了箇所から順次使用開始予定。 

 

※ モニター画面イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ インターネットを通じたお客様向け列車運行情報配信について 

 (1) 概要 

現在は概ね３０分以上の遅れが発生又は見込まれる場合に弊社ホーム
ページを通じて情報を提供していますが、列車の走行位置や遅延時分など 
より具体的な情報を提供することで更なる利便性の向上を図ります。 

(2) 使用開始時期 

平成２９年４月頃を予定。 

 

※ 配信イメージ図【参考：北越急行㈱様】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－４ 



３ 各駅の独自メロディーの放送について 

 (1) 概要 

各市町村から応募いただいた「列車到着メロディー」は、列車がホームに
接近してくるタイミングで自動放送されます。 

  例「まもなく、１番線に普通、富山行きが入ります。・・・・・ 

 ・・・・・♪ ♪ ♪・・・・・」 

  ※ 下線部が富山のアクセントによる放送となる。 

 (2) 使用開始時期 

   平成２９年３月末を予定。 

 (3) 各駅のメロディーの状況 

   別紙のとおり 

 

 


